
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは、お母さん業界新聞「岡崎 Oka’n the Kids(おかんざきっず)版」です。 

7 月 30 日に、お母さん大学の乾杯イベント「百万母力祭」が開催されました！ 

Zoom によりオンラインイベントでしたが、全国からたくさんの方にご参加いただき、 

大成功のお祭りになりました。 

私はこのイベントの実行委員をさせていただいたのですが、 

準備を通して、今まで交流のなかったお母さん大学生の方々とも仲良くなることができ、 

私にとっても、とても大きな意味のあるイベントになりました。 

来年は、これを読んでいるあなたも、一緒に乾杯しているかも？お待ちしています☆ 

 

岡崎 Oka’n the Kids 版（Vol.15） 

★８月号のごあいさつ★ 

 

 
 

7 月に、次男が入園予定の幼稚園の説明会に行きました。 

そこは、現在小学３年の長男が通った幼稚園。 

久しぶりに門をくぐると、長男との３年間の思い出が一気によみがえってきました。 

 

車の運転ができないので、バス通園を選択していましたが、時々、自転車で直接送り迎えすることもありました。 

門の前まで行って、そこで先生とあいさつをして、子どもは一人で園の中に入っていくのですが、 

年少さんの頃は、とてとてと少し頼りない歩き方をして、のんびりと靴箱に向かっていた長男。 

しかし、年長さんになると、早歩きや駆け足で靴箱に行き、ささっと上履きに履き替え教室へ走っていく。 

すっかりたくましくなったその姿が教室の中に消えていくまで、門の外からずっと見ていたあの日々が、 

懐かしく思い出されました。 

 

説明会の受付に行くと、当時いた先生がまだいらして、私の姿に気づいて話しかけてくれました。 

懐かしくて話していると、ちょっと次男の様子がヘン・・・ 

どうも、初めての場所にビビっている様子。なかなか入ろうとしません。 

あれだけ前日「明日幼稚園行くー！」と喜んでいたのに！ 

困っていると、そこに現れたのは、長男が年少さんの時の担任の先生！ 

「よかったら私見てますよ！あー、お兄ちゃんにそっくり！懐かしい！」と、次男を抱っこして別室に遊びに連れて行ってくれました。 

 

説明会が終わった後も、その担任の先生としばらく思い出話で盛り上がりました。 

長男の成長を一緒に見つめてくれた、私にとっても大切な先生。 

長男と私がこの園に馴染むことができたのは、この先生のおかげ。お会いすることができて、本当にうれしかったです。 

 

長男の時は、まだ岡崎に来て一年足らずで、 

知り合いも少なく、幼稚園のことも全然わからず、私自身おどおどしながら日々過ごしていましたが、 

今はこうして、長男を通じて、たくさんの知り合いと、友達と、そして頼れる場所を得ることができました。 

来年からは、次男が３年間この園にお世話になります。 

長男と一緒にたどった時間を、次男とあらためてたどれることがとても感慨深いです。 

百万母力の子育て情報紙 

 

2020 年 

8 月号 

 

★あらためて自己紹介★ 

天野智子（あまのともこ）名古屋生まれ名古屋育ち。名古屋駅新幹線口から徒歩 10 分のところで生まれ育ちました。 
小中学生の時は、今は無き『生活創庫』で文房具やお菓子を買う生活でした。 

2005 年に結婚、夫の仕事の都合で神奈川県川崎市と名古屋市守山区に住み、2013 年に夫の地元である岡崎市に引っ越してきま
した。今は、夫の実家で敷地内同居しています。 

2012 年 2 月生まれの長男と 2017 年 12 月生まれの次男がいます。 

ずっとペーパードライバーで、バスと電車と電動自転車を駆使して、この車社会岡崎を生き抜いています。 

 

幼稚園の説明会に行きました 

【お母さん業界新聞配布場所】（岡崎市）総合子育て支援センター・図書館交流プラザりぶら・げんき館プレイルーム・なごみん・やはぎかん・よりなん・むらさきかん 

岡崎レディース整体院・ふとんの野畑屋・シビコ・wagamama house・愛三堂鍼灸院 plus・ビューティーサポート yell・大地の学校ロータス・健心整体・産後ドゥーラ松本忍さん 

（名古屋市）おやこサロン Smile Link／（知立市）防災ママかきつばた 

その他、個人的に配布にご協力くださるみなさまのおかげで、たくさんの方たちにお読みいただいております！ 

※配布にご協力いただけるお店、お教室、イベントなど随時募集中です！お問い合わせは okan.the.kids@gmail.com までお気軽にどうぞ！ 

 

 

＜年少さんの運動会＞ 

＜夏祭り＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お母さん業界新聞 岡崎 Oka’n the Kids 版 Vol.15（2020 年８月） 

発行／お母さん大学岡崎  

編集長／天野智子（名古屋出身、小３と 2 歳の息子がいます） 

090-7695-9129 okan.the.kids@gmail.com  

Facebook ページ＆Instagram「お母さん大学岡崎」も見てね！ 

お母さん業界新聞 全国版 

発行／お母さん大学 発行人／藤本裕子（編集長） 

制作／お母さん業界新聞社 

〒221-0055 神奈川県横浜市神奈川区大野町 1－8－406 

045-444-4030 info@30ans.com 

http://www.okaasan.net/ 

＜小３長男、８歳６か月＞ 

視力がいきなり落ちてしまいました。 

思い当たるのは一つだけ、休校中にプログラミングにハマ

りパソコンばかり見ていたことです。 

しかし、眼科に行くと、 

「パソコンとかゲームとかは視力低下の原因のひとつにす

ぎない。原因不明なことがほとんどなんです」と。 

たまたま長男は、運悪く低下してしまっただけなのか・・・ 

（夫は近視と乱視がひどいし、私も軽い近視乱視があるの

で遺伝もあるかもです） 

でも、プログラミングにハマったことは悪いことではない

し、そもそも読書も好きなので、それらを制限するのもな

あ・・・ 

長時間やらない、とかルールを決めて、眼科にも定期的に

通い、様子見をしているところです。 

 

 

 

 

 

 

 

＜次男、2 歳７か月＞ 

なんと、くるみアレルギーが発覚しました！ 

ある朝、同居の家族がほんの少しくるみがついたものをあげ

たら、みるみるうちにまぶたが腫れ・・・ 

ついには「お腹が痛い」と言い出し、小児科に電話して受診

しました。 

あとからアレルギー症状のことを調べたら、まぶたが腫れた

り腹痛が起こるのは結構重めの症状とのこと・・・ 

救急車を要請してもいいレベルだったと知り、とても怖くな

りました。 

くるみアレルギーは大人になっても耐性がつきにくいらし

く、一生のお付き合いになるかもしれません。 

今後、病院の先生と相談しながら、園や学校での対応を考え

ていくことになりました。 

我が家の子たちは何かといろいろあるなあ・・・ 

母としてほんと鍛えられます・・・ 

☆今月の息子たち☆ 
＜お母さんの「限界突破」＞ 

 
冒頭にも書きましたが、７月 30 日にお母さん大学のオンラインイベント「百万

母力祭」がありました。 
 
その準備の中で、「お母さん大学音楽隊」というものが結成され、 

お母さん大学生の有志が、オリジナルで作った曲に合わせて楽器や歌を演奏し、

それを集めて動画を作る、というプロジェクトがありました。 
 
私には、「天野さんはウクレレ弾いて踊っちゃってください」という要望が来ま

した。 

え、ウクレレ弾いて踊る？どうやって？ 

「いろんな枠を取っ払って、やばい感じで」と言われたけど、何をどうすればい

いかわからない・・・ 

そもそも、我が家にはジャイアンな２歳児がいる。 

ウクレレ出してこれば弦を引きちぎりそうな勢い。 

とてもじゃないけど動画なんて撮れない、どうしよう・・・ 
 
そうしているうちに、時はすでに 7 月 27 日。 

「すみません、動画撮れそうにないです」 

音楽隊のリーダーに LINE をすると、 

「２歳児さん、ウクレレ弾きたいと思いますよ、大丈夫、弾かせてあげましょう」 
 
大丈夫、と言われて、ふっと肩の力が下りた私は、 

ウクレレを出して、次男に渡しました。 

すると次男は、ポロン、と弦を鳴らし、 

次の瞬間、目をまんまるにして満面の笑みを見せたのです 
 
・・・あ、なんだ、私、何を恐れていたのだろう。 

「やれない、できない」ばかり考えていた。 
 
次男はそのまましばらくウクレレを触っていましたが、満足したのかその後は特

にぐずることもなく別の遊びをし始めました。 
 
自分が勝手に決めていた「限界」を突破できた私は、 

その後、長男と踊りまくる動画を撮ることができました。 
 
私は昔からすぐに「できない理由」を探してしまうクセがあります。 

だけど、お母さん大学の仲間たちに出会って、 

「大丈夫だよ、やってみようよ」と、ちょっとだけ高めのハードルを設定され、 

そのハードルを超えるのを躊躇していると、 

周りから「大丈夫だよ、一緒に飛ぼう」と、そっと支えがはいり、 

気がついたら飛べていた、そういう経験を何度もさせてもらいました。 

 

 

そんな「限界突破」の詳しい記事はこちら→ 

 

        

←お母さん大学音楽隊の衝撃動画はこちら 

（加齢！？華麗！！愛しの CURRY！！） 

 

★２歳次男の「言い間違い」コーナー★ 

 

・はみちゅちゅ→はちみつ 

・じぇーあーるにとん→JR 西日本 

・できれん→できない 

・レモンラッシー→キリンレモン 

 

個人的には、 

「できれん」が好きです(笑) 

【編集後記】 
百万母力祭、準備から本番まで、本当に楽しかったです。 

プレッシャーを感じるときもありましたが、 

全国の仲間たちと、LINE や zoom でやりとりし、 

企画を一から作り上げていく、という経験は、 

それこそ、専業主婦で毎日家事育児ばかりしている私にとっては、とても

刺激的で大きな経験になりました。 

準備を通して、全国の仲間たちとの仲が深くなり、さらに自分の世界が広

がったような気がしています。 

普通の主婦なのにいろんな経験をさせてもらえて、本当に楽しい 50 日間

でした。さて、次は何の限界を突破しようかな・・・？ 

 

  

 

 

 


